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研究成果の概要（和文）：東南アジア大陸部における新第三紀の環境変化と初期ウシ族の多様化の関係を明らか
にするため、ウシ科化石の記載と系統分類学的研究を行った。ミャンマーでは、後期中新世～鮮新世のイラワジ
層（約900万、600万～400万、300万年前の3層準）から発見されたウシ科化石を分類し、種構成の年代変化を調
べた。タイでは、ターチャン採砂場から後期中新世（約900万～800万年前）の化石群集を発掘し、ウシ科を分類
した。結果として、600万年前頃までは東南アジア大陸部と南アジアで並行してウシ族が多様化したが、それ以
降両地域間の動物相の隔離が強まり、東南アジアでは固有種が出現したことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：To understanding the relationship between environmental change and the 
diversification of early Bovini in the Neogene of continental Southeast Asia, I systematically 
examined bovid fossils. The bovid fossil assemblages from three stratigraphic units (ca. 9, 6-4, and
 3 Ma) of the late Miocene to Pliocene Irrawaddy beds, Myanmar were classified in order to clear the
 stratigraphic change of species composition. Moreover, the bovid fossil assemblage from the late 
Miocene beds (ca. 9-8 Ma) on Tha Chang sandpits, Thailand were described. As results, it became 
clear that early species of the Bovini in continental Southeast Asia had had a faunal correlation 
with those in South Asia until 6 Ma, and then some Southeast Asian endemic species had diverged , 
owing to the increase of faunal separation at the Indo-Myanmar boundary.

研究分野： 古哺乳動物学

キーワード： ウシ科　哺乳類　東南アジア　ミャンマー　タイ　化石　新生代

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
未解決だった東南アジアの新第三紀ウシ科化石群集の実態を明らかにし、ウシ族の初期進化について生物地理学
的観点から検証した。初期のウシ族は草原環境の拡大とともに急激に個体数を増やしたが、種分化や固有種の出
現には植生変化よりも地形変化による地理的隔離が強く影響したことを化石記録に基づき証明した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
後期中新世（約 1200 万〜530 万年前），ヒマラヤ・チベット高原の隆起とモンスーンの発達に

伴って世界規模の乾燥化が起き，ユーラシアとアフリカの各地で草原環境が拡大した（Cerling 

et al., 1997）．ウシ属（Bos）やスイギュウ属（Bubalus）を含むウシ族（Bovini）は典型的な

草原棲哺乳類であり，この時期の環境変化に伴って多様化した動物群である．南アジアのシワリ

ク層からは様々なウシ科化石が発見されており，なかでもウシ族のステム・グループに位置づけ

られている Selenoportax と Pachyportax は草原環境への移行期（約 1000 万〜800 万年前）に生

息した種群として重視されてきた（Bibi, 2007; Bibi et al., 2009）．しかし，南アジアでは

800 万〜300 万年前の間でウシ族の化石記録が欠如しており，ウシ族のステム・グループからク

ラウン・クレード（Bos，Bubalus 等）への進化史が未解決であった． 

研究代表者は，これまでミャンマーとタイで新第三紀哺乳類化石の発掘調査と系統分類学的

研究を行ってきた．ミャンマーでは，約 1300 万〜300 万年前のイラワジ層から哺乳類化石が数

千点発見されており，そのうち 70%はウシ科化石が占めている．イラワジ層のウシ科化石の研究

は 1930-40 年代以降全く更新されておらず，現代の古生物学的知見で分類を見直した上でウシ

族の進化史を再考し，南アジアと東南アジアの動物相の交流状況，草原環境の拡大に伴った多様

化について検証する必要があった．  

 

２．研究の目的 

(1) アジアの哺乳類化石に関する分類学的・層序学的研究を推進することで，ミャンマーのイ

ラワジ層及びタイのターチャン採砂場の哺乳類化石群集の生層序年代を明らかにする． 

(2) イラワジ層から産出したウシ科化石を記載分類し，東南アジアにおける後期中新世から鮮

新世の種構成変化と形態変化を明らかにする．また，南アジアのシワリク動物相との交流状況を

明らかにする． 

(3) ターチャン採砂場から産出したウシ科化石を記載分類し，南アジア及びミャンマーとの動

物相の交流状況を明らかにする．また，ウシ族のステム・グループ（Selenoportax，Pachyportax）

について分類学的に再検討する． 

 

３．研究の方法 

(1)  ミャンマー中部のイェーナンジャウン地域，チャインザウック地域，グウェビン地域に分

布するイラワジ層と，タイ北東部コラート地域のターチャン採砂場を対象に地質調査と化石発

掘調査を実施した．アジアとヨーロッパの新第三紀・第四紀哺乳類化石のデータを整理し，イラ

ワジ層とターチャン採砂場の哺乳類化石群集の生層序年代を推定した． 

(2) イラワジ層から産出したウシ科化石（頭骨・角・歯）を同定し，記載分類した．異なる層

準から得られた化石群集の種構成変化を追跡し，地質学的・地形学的データと対応づけて動物相

の交流状況及び隔離プロセスについて考察した．比較標本は国立科学博物館，大阪市立自然史博

物館，スミソニアン自然史博物館，アメリカ自然史博物館，パリ自然史博物館，バーゼル自然史

博物館を訪問し，ウシ科の現生種とヨーロッパおよび南アジア産の化石種の形態を観察した．形

態データは，形質観察，写真撮影，ノギス計測，シリコン型によるキャスト作成により収集した． 

(3) タイ北東部のコラート地域に分布するターチャン採砂場から産出したウシ科化石（頭骨・

角）を同定し，記載分類，古生物地理学的考察を行った．比較標本と手法は上と同じ． 

 

 



４．研究成果 

(1) 東南アジア，中国，日本の新第三紀・第四紀哺乳類化石に関するこれまでの研究を整理

して哺乳類化石の生層序対比を行った結果，ウシ科化石が発見されたイェーナンジャウン地

域，チャインザウック地域，グウェビン地域のイラワジ層は，それぞれ後期中新世前期（約

900 万年前），後期中新世末／前期鮮新世（約 600 万〜400 万年前の間），後期鮮新世（約 300

万年前）であることが明らかになった（発表論文：西岡・高井，2018a，2018b；西岡ほか，2018；

高井ほか，2018）．また，ターチャン採砂場の哺乳類化石群集はイェーナンジャウン地域の化

石群集に相当することがわかり，学会発表を行った． 

 

(2) イラワジ層の各層準から採取されたウシ科の頭骨及び角化石を分類した結果，イェーナ

ンジャウン地域からは 2種（Helicoportax sp.，Selenoportax vexillarius），チャインザウ

ック地域からは 7種（Caprinae gen. et sp. indet.，Sivaportax dolabella，Tragoportax 

sp.，Selenoportax vexillarius，Selenoportax falconeri，Pachyportax giganteus，

Proleptobos birmanicus），グウェビン地域からは 2種（Sivaportax dolabella，Proleptobos 

birmanicus）が発見された．この他，産出層準が不明の産地から，Duboisia sp.と Pachyportax 

latidens が発見された．これらの種のうち，トラゴポルタキン族に含まれる Helicoportax と

Tragoportax，ウシ族ステム・グループに含まれる Selenoportax，Pachyportax は，属または

種レベルでシワリク層の種と一致しており，後期中新世において南アジアとミャンマーの間

に動物相の交流が存在したことが明らかになった．さらに，チャインザウック地域から発見さ

れたヤギ族の Caprinae gen. et sp. indet.は，ヨーロッパの後期中新世ピケルミ動物群を構

成する Palaeoreas に類似していたことから，この時代の動物相の移入は南アジアからだけで

はなく，ヨーロッパからもあった可能性が高い．一方，トラゴポルタキン族（またはニルガイ

族）の Sivaportax とウシ族の Proleptobos はイラワジ層の固有種で，これらが後期中新世末

から鮮新世における優占種であることが判明した．したがって，ウシ科化石の種構成の年代変

化に基づくと，後期中新世前期から後期中新世末の間に動物相の交流を隔てる障壁が出現し

た可能性が示唆され，おそらくインドとミャンマーの国境を縦断するインド・ビルマ山脈の隆

起など地形変化が要因ではないかと推察される（図 1）．  

イラワジ層の各層準から産出したウシ科の頬歯化石をエナメルパターンやサイズなどの形

質で形態型として分類し，その産出頻度の年代変化を追跡した結果，後期中新世前期から後期

中新世末の間に歯のエナメルパターンが複雑化していることが明らかになった．とくに上顎

臼歯内部のエナメル褶曲や頰側面に張り出す肋と茎錐の発達が強くなる傾向が観察された．

この変化は約 900 万〜600 万年前に起きた種の入れ替わりと草原環境への移行の関連と考え

られる．以上の成果は，論文に公表した（発表論文：Nishioka et al., 2019）． 

図 1  イラワジ層のウシ科化石群集に基づく南アジアと東南アジアの動物相隔離プロセス 

 



(3) ターチャン採砂場から発見されたウシ科化石群集には Selenoportax vexillarius，

Selenoportax falconeri，Pachyportax giganteus の 3 種が含まれており，イラワジ層やシワ

リク層の後期中新世哺乳類相と一致していたことから，この時代は南アジアから東南アジア

大陸部にかけて，ウシ族のステム・グループが広く分布していたことが明らかになった（発表

論文：Nishioka et al., in press）．イラワジ層の化石と合わせ，Selenoportax，Pachyportax

各種の保存状態の良い化石が多く発見されたため，種同定に必要な識別形質を見直し，各種の

Diagnosis を再定義した． 

 

(4) ターチャン採砂場から採取された層準不

明のウシ科化石を報告し，ジャワ島の更新統か

ら産出する Duboisia santeng に類似する種（D. 

aff. santeng）に分類した（発表論文：Nishioka 

& Vidthayanon, 2018）．本種は，ジャワ島の固

有種として知られていたが，それに類似した化

石種がタイとミャンマーから発見されたため，

東南アジア広域に分布していたことが明らかに

なった（Nishioka et al. 2019）．タイとミャン

マーの化石種はいずれも産出年代が不明である

が，ジャワ島の Duboisia santeng と形態がほと

んど違わないことから，おそらく同時代に生息

していたのではないかと推察される．Duboisia

を含むニルガイ族は，南アジア系統（Boselaphus

と Tetracerus）と東南アジア系統（Duboisia）

で構成されており，これら両系統の分岐は研究

成果（1）で示した動物相の隔離プロセスを支持

している． 

図 2 ニルガイ族の分布と南アジア−東南ア

ジア間に存在する生物地理境界 
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